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秋田県立リハビリテーション・精神医療センター 

新年度がスタートして早くも一ヶ月が経ち、少しずつ新しい環境にも慣れ始めた頃でしょうか…。 

今年度看護部では新たに５名が副師長さんに昇進されました。  ୦୧୨ ୦୧୨ ୦୧୨ ୦୧୨ ୦୧୨ 

副師長さんは、現場業務とマネジメントを両方こなす立場として大変な役割ではありますが、 

みんなで支援して行きたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。         （看護管理室） 

 「毎日を大切に」                       ２病棟 K・H 

この度４月１日付けで看護副師長を拝命しました。責任の重さをひしひしと感じ身の引き締まる思いです。 

ただただスタッフ皆様のサポートによるものという思いを感じ、務めていきたい所存です。患者さん、スタッフか

ら毎日の学びを得ていくことをこれからも継続し、躓いたときは今に至るまでの経験や失敗から考えさせられたこ

とを振り返り、患者とスタッフと共に考えながら業務に取り組んでいきたいと思います。そのためにはカチコチに

なりがちな頭と心をいかに柔らかくし、重圧に耐えられるよう前向きになれる自分を目指し健康管理にも留意して

いきたいと思います。どうかご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 「新任のごあいさつ」                      7 病棟 H・H 

この度、看護副師長を拝命いたしました。これまでの皆様方のご指導とご協力があってのことと感じ、心より感謝

いたします。自分に務まるのだろうかという不安や戸惑いもありますが、学ぶ姿勢を持ち続け、コミュニケーショ

ンを大切にし、周囲と協力しながら役割を遂行していきたいです。 

今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

「チャンス到来」                        ４病棟 T・T 

 勤務年数を重ねるとともに指導的役割を求められることが多くなり、最近では自分がなにかを教えてもらう機会

は減ってしまいました。でも時々「私は本当にちゃんと知っているのかな」と不安になります。そんな私が副師長

を拝命したことは千載一遇のチャンス！新しい業務を学ぶ機会に便乗し、いろんなことを訊きまくりたいと思って

います。お互いに教えあえるスタッフとともに成長できるよう努力します。よろしくお願いいたします。 

 「連携の大切さ」                       感染制御部 N・N 

感染制御チームの一員として約 2 年活動してきました。コロナ対応に限らず、私にとっては初めて尽くしの日々

でしたが、組織横断的活動では多くの方に支えていただき、目標に向かって協働することの大切さを改めて学ぶ機

会となりました。これからも多職種との連携はもちろん、各部署の感染対策の課題や疑問に対し、皆さんと一緒に

向き合い活動できるよう、自己研鑽に努めていきます。今後もよろしくお願いいたします。 

「継続は力なり」                        ６病棟 M・K 

 私には毎日継続していることが幾つかあります。その中の 1 つが、体力向上とダイエットを目的に行っているウ

ォーキングです。5 千歩/日を目標に始め、徐々に目標値を上げて今年度は 1 万５千歩以上/日としました（自己満

足の為の数値です）。歩くことで体力はつきましたが、食欲が増し、体重は増える一方で、目的は未達成です。 

 そんなわけで、ウォーキング以上に長く継続している看護職を今年度も目標に向かって頑張りたいと思います。 


